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電 波 政 策 で 変 わ る

「周波数帯」の意味
帯域割り当て開放で高速・定額ケータイ時代がやってくる？

text:三橋昭和（MCR：Multimedia Communication Research）

photo:Watari Tokuhiro

最近、携帯電話で動画像を送受信したり、無線LANで高速にウェブサイトにアクセスし

たりする、無線のブロードバンドの活用が活発化して注目されている。また、新しいビジ

ネスチャンスを求めて、第3世代の携帯電話の分野に新規事業者が次々に参入しようと

手を挙げてきたところから、電波の割り当て、つまり「周波数の割り当て」について新聞

や雑誌、ウェブなどで取り上げられて話題を呼んでいる。

これらの話題について、総務省総合通信基盤局電波部長の竹田義行氏に聞いてみた。

電波のない生活は考えられない！

周波数とは、そもそも何ですか？

テレビ放送や移動体（モバイル）あるい

は無線LANなどの無線通信で使われてい

る「電波」とは電磁波の一種で、光も電磁

波の一種です。このため、電波や光のこ

とを電磁波と呼ぶこともあります。電磁波

とは簡単に言えば、電界と磁界が相互に

作用しながら空中を伝わっていく波のこと

です。この電波は周波数によってその特

徴が異なるため、それぞれの周波数の特

性を生かしていろいろな用途に利用され

ています。

また、電波とは、電波法上の定義では、

3000GHz（3THz：3テラヘルツ、3兆ヘル

ツ）以下の周波数の電磁波と定義されて

います。それ以上の周波数の電磁波（光）

には、目で見える光である赤外線や可視

光線をはじめ、紫外線などがあります。

さて、周波数とは、簡単に言えば1秒間

？

に繰り返される波の数のことであり、電波

の存在を実証したドイツの物理学者ハイ

ンリヒ・ルドルフ・ヘルツ（Heinrich Rudolf

Hertz）の名前にちなんで「ヘルツ（Hz）」と

いう単位で表されることはよく知られてい

ます。また、周波数の高低によって性質が

異なる電波は、私たちの生活にはなくて

はならないものとして、広く使われていま

す。

図1に示すように、電波は大きく、

（1）「通信・放送への利用」〔例：携帯電

話、テレビ放送〕

（2）「測位や遠距離測定への利用」〔現

在のGPS（全地球測位システム）〕

（3）「エネルギー利用」〔電子レンジや調

理用のIH（電磁誘導加熱）〕

など、周波数の特性に応じて3つの分野

に利用されています。

電波はマルコーニの無線通信の実用化

以来、約110年を経ていますが、最近で

は、無線LANやRFID（電子タグ）にも利

用されています。

また、日本の電波の利用状況について

数字的な例を挙げてみると、たとえば電波

を発信する無線局の数は、1950年から

1985年の35年間に5317局から381万局

へと700倍に増え、電波の利用全般を大

きく拡大しました。さらに、1985年から

2004年2月までの20年間には381万局か

ら8606万局へと20倍以上に増えました

が、この間は無線局の中でも携帯電話な

どを利用する移動局が飛躍的に伸びたと

いえます。最近は、身近なものではスイカ

（Suica：Super Urban Intelligent Card）な

ども大きく伸びています。

電波はどのように利用されてい

ますか？

図2に、私たちが生活の中で利用して

いる電波の状況を示します。

低い周波数の電波は、障害物があって

？

総務省 電波部長に直撃！
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もその後ろに回って相手に伝わる性質が

ありますが、周波数が高くなると直進する

性質が強くなり、光に近くなるので、障害

物だけでなく雨などにも弱くなります。しか

し、送信できる情報量は周波数が高いほ

うが大きくなります。このため、高速大容

量のデータをやり取りするブロードバンド

の世界になると、高い周波数が必要にな

ってくるのです。110年前のマルコーニに

よる無線電信の実験は、「短波」といわれ

る低い周波数の範囲でした。その後、電

子技術の発達により真空管からトランジス

ターへ、さらにLSIなどが開発されるよう

になり、現在は高い周波数が比較的安価

に利用できるようになってきました。

図2に示されている、周波数全体の利

用に関する枠組みは、ITU（国際電気通信

連合）という機関で国際的に分配されま

す。この国際分配に基づいて日本では総

務省が周波数割り当て計画を公表してい

ます。
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図1 電波の木＝3つの分野で使われている電波の利用＝

P r o f i l e

総務省総合通信基盤局電波部長

竹田義行（たけだよしゆき）

1948年 東京都生まれ。1973年3月早稲田大学大

学院理工学研究科修士課程終了。1974年4月 郵

政省電波管理局入省後、1998年 四国電気通信管

理局長、1999年 大臣官房参事官（通信・放送担

当）、2001年 総務省東海総合通信局長、2002年

関東総合通信局長を経て、2003年8月より現職。
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今、なぜ電波の利用が注目され、

検討が進められているの？

図2に見られるように、VHF（超短波）、

UHF（極超短波）、SHF（マイクロ波）の3つ

の周波数帯は、多くの分野で利用されてい

ます。ということは、この周波数帯は放送、

移動体通信などを中心に比較的使いやす

い周波数帯だと考えられます。みんなが使

いたいために、大変混雑しているわけです。

ですから、さらに使いたい人が現れると、交

通整理が必要になってくるのです。

図2の下部に示すように、UHF帯やマ

イクロ波帯、ミリ波帯などの部分に新規割

り当ての分野が集中しています。このた

め、既存の事業者に何とか現在利用して

？

いる周波数帯を空けてもらうか、あるいは

互いに妨害し合わないように一緒に使え

るような技術（共用技術）を開発して、周波

数を効率的に利用していくことが考えられ

ています。

図3は、総務省が現在考えている周波

数再編の基本方針の中の一部です。今後

利用者がもっとも増えると想定される「移

動通信システム」と「無線LAN・NWA」の

再編の例を示しています。この再編方針

は、2003年7月に「電波政策ビジョン」と

して提言し、このビジョンに基づいて、

2003年10月に今後の電波政策としてまと

められたものです。

特に、携帯電話を中心とする移動通信

今後の割り当て 
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図2 現在の電波（周波数）利用状況と今後の割り当て

準天頂衛星 1個の静止衛星（45度）とは異なり、3個の静止衛星によって地球全体をうまくカバーし、いつも日本のほぼ真上（75度以上）
に衛星が来るようにして、ビル陰などが生じないようにする新しい衛星システム。

インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
©1994-2007 Impress R&D



+++ iNTERNET magazine 2004.07 +++ 113

電 波 政 策 で 変 わ る

「周波数帯」の意味

システムについては、今後需要が大きくな

ると予想されています。このため、現在は

周波数の幅270MHz分をこの移動体通信

に割り当てていますが、ITUの予測指標

をベースに今後10年を想定すると、この

5倍くらい、つまり1060MHz幅から

1380MHz幅くらいまでの需要が伸びると

予想されています。

その次に需要が伸びると予想されるの

は「無線LAN」です。5GHz帯を中心に大

幅な開放を進めていきます。現在、5GHz

帯は約160～200MHz幅ですが、これも

10年後には4倍くらいの需要があると考え

られます。

このように、今後、主体的に周波数を

確保していかなければならないのは、携帯

電話と無線LANの2つの分野です。

さらに、2011年までにアナログ放送で

使っているテレビのチャンネルをデジタル

に移行するのに伴ってVHF帯を空けてい

き、さらにUHF帯の一部を空けて、主とし

て移動体通信（携帯電話や公共的な用途）

に使っていけるように再編成していきます。

これ以外にも、RFID（電子タグ：新た

に950MHz帯の開放）やUWB（Ultra Wide

Band、超広帯域無線システム：3.1～

10.6GHzのマイクロ波帯の開放）などの近

距離用高速通信のためのシステム、さらに

ITS（高度交通システム：既存周波数の効

率的利用）、準天頂（じゅんてんちょう）衛

星通信システム（2605～2630MHz）、情

報家電用（5GHz帯付近に30MHz幅程度）

の周波数などについて、研究開発の進み

具合を見ながら、新しく周波数を確保して

いく必要があります。

1MHz幅当たり500億円の電波!?

電波の利用料は無料なのですか？？

電波は有限で希少な資源であり、国民

の共有財産です。この中で総務省は、こ

れらの周波数が混信しないように交通整

理をしなければなりません。

もともと、携帯電話事業者や放送事業

者などは、電波を使うことによって経済的

な利益を得ているため、最近の国際的な

考え方としては、電波オークション（競売）

を行うかどうかも含めて電波の経済的な

価値に注目するようになってきました。

国が事業者から電波利用料などをもら

うようなことが国際的な潮流となってきて

いますが、さらに一番高く電波の利用料に

値段を付けた人が電波の利用権を獲得す

るというのが「電波オークション」です。ア

メリカやヨーロッパの場合、電波オークシ

ョンを行っています。

フランスの場合は、行政的な価格を

6,000億円に設定し、免許を出すときに事
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図3 周波数再編の方針の一部（移動通信システム、無線LAN、NWA）
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業者が支払っています。韓国では、新しく

周波数を使用する場合、政府がある範囲

の価格付けをし、高く値を付けた事業者

が高い評価を受ける仕組みです。

日本は、どのような制度にすべきか、目

下検討中です。今のところ、経済的価値

を反映したほうがよいが、電波オークショ

ン方式自身は課題が多すぎるという考え

方になっています。

たとえば、ドイツなどでは第3世代携帯

電話の電波オークションを行いましたが、

6事業者が手を挙げ、上り下りの合計

120MHzの周波数の幅に6兆円もの値が

付いたのです。これは1MHz幅当たり500

億円ということです。このため、事業を開

始できなくなって撤退したり、設備投資の

資金がないため第3世代電話サービスを

始められなくなったりという問題が起こり、

その結果、ヨーロッパでは第3世代携帯電

話のサービスが遅れてしまったという状況

が生まれました。

電波の利用料を考える場合、経済的価

値を反映することは悪くないのですが、諸

外国の例のように経済的価値のみに着目

した電波オークションを行った結果が悪

い方に向かっていることが問題なのです。

日本での電波利用料はいくら？

日本では各事業者から、電波の利用料

については、無線局（電波を発信する無

線設備）1局あたり人工衛星局では2万

4,000円、携帯電話端末1台につき540円

いただいています。たとえば、1000万台

の携帯電話が普及していれば、事業者か

ら540円×1000万台＝54億円の利用料

をいただくことになります。

アマチュア無線の場合は利用者から

500円いただいていますが、携帯電話に

ついては、事業者からいただいているの

？

IMT-2000 International Mobile Telecommunications-2000。第3世代移動通信システムの国際標準。携帯電話の高速サービスの
提供（屋内2Mbps以内、歩行程度384kbps、車速144kbps）などを目指してITUで標準化された。

CDMA Code Division Multiple Access。符号分割多元接続。各ユーザー（パソコンや携帯電話）のデータを送信する際に、ある
周波数帯の電波を利用して、ユーザーの識別用の符号を付加して拡散（周波数を広げて）し、多重化して送信する方式。

TDMA Time Division Multiple Access。時分割多元接続。各ユーザーのデータを送信する際に、ある周波数帯の電波を時間的
に分割し、分割した各時間間隔（タイムスロット）を各ユーザーに割り当てて、多重化して送信する方式。

FDD Frequency Division Duplex。周波数分割型の双方向通信。

TDD Time Division Duplex。時分割型の双方向通信。

部の帯域は、日本では 
5年以内に携帯電話用に 
開放予定 

1800 2600
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審議中 
（未使用） 

MSS 
（衛星移動 
通信サービス） 

1.7GHz帯 
（175MHz幅） 

2.5GHz帯 
（190MHz幅） 

2GHz帯 

2010～2025（審議中の15MHz幅帯域） 

2GHz帯 

現在審議中の焦点と 
なっている15MHz幅 

（注）：　  はPHSと干渉しないように5MHzを空けている。KDDI以外の事業者にも公平性を保つため、同じように5MHzを空けている。 

図4 第3世代移動通信システム用の周波数帯域と利用状況
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電 波 政 策 で 変 わ る

「周波数帯」の意味

で、一般のユーザーが各事業者へ支払う

金額の中に含まれていることになります。

この収入は、電波の混信などを監視した

り、無線局を管理するデータベースの構

築・運営や、第3世代携帯のための標準

化の仕事などに使われています。

携帯電話の新サービスはいつ？

第3世代携帯電話事業に新しく参

入する企業があるようですが？

電波の再編計画は、一定の年月を必要

とすることを前提にしています。

4年前の2000年6月29日に、新しく第3

世代携帯（IMT-2000という規格）電話事

業に参入を希望した事業者に対して無線

局の予備免許を付与しましたが、現在で

は、周波数分割型のFDD方式によって、

N T Tドコモ（W C D M A ）、K D D I

（CDMA2000）、ボーダフォン（WCDMA）

？

の3社がサービスを提供しています。その

後、携帯電話ビジネスが拡大したことや

技術の進展などから、2003年頃からまだ

日本では導入されていない、インターネッ

トに適している時分割型のTDD方式（TD-

CDMA、TD-SCDMAなど）によって、新規

に参入を希望する事業者がいくつか登場

してきました（117ページ参照）。TDD方式

は非対称通信のADSLに似ています。し

かし、無線の場合は有線と異なり、電波

が限られているうえに、使いたい周波数は

混んでいるため、すぐに免許を出すことが

できません。

一方、新規参入事業者にとっては、でき

れば今すぐにでも一定の周波数帯が必要

なのです。現在、ITUが割り当てている

2GHz帯の第3世代携帯電話の国際規格

であるIMT-2000用の周波数帯は、日本の

場合、図4の1に示すように、すでにNTT

ドコモ、KDDI、ボーダフォンの3社に、携

帯端末から基地局への上り用にそれぞれ

20MHzずつ合計60MHzを、基地局から

携帯端末への下り用に同じく合計60MHz

を割り当てています。

日本の場合、現在すぐに利用できる周

波数帯は、ITUで国際的にTDD方式用に

確保されていてまだ使用されていない、

2010～2025MHzの間の15MHz幅だけ

なのです（図4の2）。そこで、現在、この

15MHz幅の周波数利用をめぐり各事業者

の提案に対して情報通信審議会（国の情

報通信・放送行政などに関する総務大臣

の諮問組織）で技術調査を行っているとこ

ろなのです。

一方、図 4の 1に示す 1 . 7GHz 帯

（1700MHz帯：1710～1885MHzの

175MHz幅）と2.5GHz帯（2500MHz帯：

2500～2690MHzの190MHz幅）は、ITU

によって国際的にIMT-2000用の拡張周

波数帯（拡張バンド）として追加され、すで

に確定している周波数です。しかし、現在

この周波数帯は、国の固定通信や民間の

衛星通信などに使用されていてすでに埋

まっている状態なのです。

前述した周波数の再編方針では、この

帯域を空けることになっているので、5年

以内に1.7GHz帯と2.5GHz帯は携帯電

話用に開放され、新たな需要に応えられ

るようになります。

WCDMA（CDMA/FDD） Wideband CDMA。広帯域CDMA。通信の際に、上りと下りに各5MHzと周波数幅を広く取り、各端末か
らのデータを帯域全体に拡散して通信する方式。競合する規格であるCDMA2000が1.25MHz帯域幅を使
用するのに対し、5MHzと広い帯域幅を使用するため「広帯域」といわれる。NTTドコモ、ボーダフォンがサー
ビス中。DS-CDMAともいう。IMT-2000の正式規格。

CDMA2000（CDMA/FDD） Code Division Multiple Access 2000。MC-CDMAともいう。CDMA2000は上りと下りに各1.25MHzという
帯域幅を割り当てることを基本にしている。このため、上下に1.25MHzを1個ずつ使用する場合をCDMA2000
1x、2個ずつの場合をCDMA2000 2x、3個ずつの場合をCDMA2000 3xと呼ぶ。
このようにキャリア数を複数個利用しながら広帯域化する規格であることから、マルチキャリア‐CDMA（MA-
CDMA）ともいわれる。KDDIがサービス中。IMT-2000の正式規格。
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新ケータイサービスの実現はいつ？

15MHz幅をめぐる新規参入の動向
アイピーモバイル/NTTコミュニケーションズ、イー・アクセス、ソフトバンクBBの実験

15MHz幅の割り当てに数社が名乗り

現在、すぐにでも利用できるIMT-2000

用の空いている周波数幅は15MHz幅し

かない。この15MHz幅の利用法をめぐっ

て2003年12月から情報通信審議会で審

議が行われている。

図5に見られるように、IMT-2000の標

準方式はCDMA方式が4つ、TDMA方式

が2つの合計6方式があり、すでにFDD

方式のDS-CDMA（WCDMA）については

NTTドコモとボーダフォンが、MC-CDMA

（CDMA2000）についてはKDDIがサービ

スを提供している。

現在、検討の対象になっているのは、ま

だ日本ではサービスが提供されていない

TDD方式で、アイピーモバイル/NTTコミ

ュニケーションズとソフトバンクBBが提

案中の「TD-CDMA」と、具体的な事業者

は現在は予定されていないが、シーメンス

ジャパンが提案中の「TD-SCDMA」であ

る。さらに、IMT-2000標準ではないが、

TD-SCDMAの拡張版でイー・アクセスが

提案中のTD-SCDMA（MC）、京セラから

のiBurst、DDIポケット他からの高度化

PHSなども紹介されている。

最終的な決定はまだ先

表1は、新しくTDD方式を提案している

アイピーモバイル/NTTコミュニケーション

ズとイー・アクセス、ソフトバンクBBの現

在の実験の状況である。

マルチメディア総合研究所（アイピーモ

バイルの親会社）・取締役信國謙司氏は、

TD-CDMAを選択した理由の1つとして、

「国際標準であり、現在も順次技術進化

し、今後が期待できること」と語る。一方、

TD-SCDMA（MC）を選択したイー・アクセ

ス・技術本部長 諸橋知雄氏は、「周波数

を効率よく利用して高速なデータ通信を

実現できること」とその理由を述べた。

残念ながら、2004年4月に行われた

IMT-2000技術調査作業班の第4回会議

では、次のステップに移るかどうかの審議

はできず、次回は作成されたテンプレート

（仕様比較表）に基づいて、各方式の比較

作業と絞り込みをするかどうかという議論

をすることになっている。

まだ、少し時間はかかりそうだが、新た

な携帯電話事業者が参入することによっ

て、市場に競争原理が働き、できるだけい

いサービスが安くユーザーに提供される

ことが期待されている。

表1 TDD方式を提案している主な新規参入事業者の実験概要

事業者名 アイピーモバイル/NTTコミュニケーションズ イー・アクセス ソフトバンクBB

実験開始月 2003年4月に実験予備免許を取得後、台東区・北 2004年4月15日に実験予備免許取得。 2003年12月にTD-CDMAおよびCDMA2000の実

上野で実験開始。 5月末ごろからの実験開始予定。 験予備免許を取得。2004年初頭から実験を開始。

実験終了予定 2004年10月までを予定。 2005年5月までを予定。 半年から１年間程度（～2005年初頭くらいまで）。

方式名 TD-CDMA（Time Division‐CDMA）。時分割CD TD-SCDMA（MC）。時分割上り同期CDMA（マルチキャリ TD-CDMA（左欄のアイピーモバイル/NTTコミュニケ

MA方式。1991年に慶応義塾大学の中川正雄教 ア）方式。米ナビーニ・ネットワークスのCTO、グァンハン・ ーションズを参照）およびKDDIがサービス中の

授とリアル・エスマイルザデ氏が提案した方式。 シュー博士が開発。米国ANSIでの標準化（2004年5月） CDMA2000方式。ともにIMT-2000の正式規格。

IMT-2000の正式規格。 後、IMT-2000の標準化を目指す。

実験基地局の構成 2003年10月から、千代田区・平河町と丸の内、 当初は、虎ノ門の屋上に基地局を開設。その後、 TD-CDMAの実験を都内3か所で実施。

港区・西新橋の3か所に実験用基地局を開設。 渋谷、四谷と３局に拡大して実験。

台東区・北上野での実験は2004年4月に終了。

主な実験内容 電波特性、スループットや、移動端末が基地局をま 基地局と移動端末間の電波特性評価、スループット データ通信から実証実験を開始。続けて音声実験

たがって移動するときの基地局と端末の切り替え機 評価（サービス性能評価）や、モバイルブロードバンド を進めていく計画。ビルや他事業者との干渉やとぎ

能（ハンドオーバー機能）や電波の干渉などの実験。 に適しているかの検証。音声系のVoIPの試験や無 れなども検証予定。

アイピーモバイルのほか、NTTコミュニケーションズや 線LANサービスとの連携なども予定。

大井電気、慶応義塾大学中川研究室が共同実験。

利用する周波数帯 2010～2025MHzの15MHz幅。 2000～2005MHzの5MHz幅で開始。 2010～2025MHzの15MHz幅。

今後、15MHz幅に拡張予定。

今後目指す ADSLと同じように安い定額料金のモバイルブロー 無線版のADSLともいえるモバイルブロードバンドの 通信料金も安い、いつでもどこでもできるIPケータイ

サービス内容 ドバンドサービスを目指す。無線LANとの連携も サービスを提供する計画。安くて高速な移動体デー の世界の実現を目指す。ケータイ電話決済を融合さ

視野に。VoIPも検討中。 タ通信サービスを提供して新しい事業の展開をはかる。 せ、新しい電子マネーインフラの実現も見込む。
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電 波 政 策 で 変 わ る

「周波数帯」の意味

TDD方式は、図5下段に示すように、上りと下りの通信を同一の周波数で行う方式

で、第3世代携帯電話方式の国際標準としてTD-CDMA、TD-SCDMAの2つの方式

がある。

このうち、TD-CDMA方式は「5MHz帯域」を用いる方式で、WCDMAのTDD版と言

えるもの。上りと下りのデータが衝突しないように、上りの通信の場合には同期がと

られている。

一方、TD-SCDMA方式は「1.68MHz帯域」で運用される方式で、前述の5MHz帯域

を用いるTD-CDMAの狭帯域版ともいうことができ、独特の機能が付加されている。

TD-CDMAでは、下りの場合だけ同期をとっているが、TD-SCDMAでは下りの通信

に加えて「上りの通信」の場合も同期をとる仕組みを加えた点が大きな特徴である。

これを「上り同期」といい、SCDMAのS（Synchronous）の意味である。この「上り同

期」の仕組みを加えると、基地局では複数の端末からの上り信号のタイミングを容易

に合わせて、通信できるようになる。

また、TD-SCDMA（MC）方式は、アメリカ規格協会（ANSI）で標準化が進められてい

る方式で、TD-SCDMA方式に「マルチキャリア（MC）」の仕組みを加えている。「マル

チキャリア（MC）」とは、信号を送るための周波数（搬送周波数：キャリア）を、複数（マ

ルチ）の周波数（キャリア）に分けて行う方式。TD-SCDMA（MC）では、使用する

5MHz幅の周波数（搬送周波数）を10個に分け（500kHz×10）、さらに指向性制御に

よって信号の品質を改善する「スマートアンテナ」を適用することによって、干渉や信

号レベルの変動に強い通信を実現できる仕組みとなっている。

いずれにしても、電波は、いろいろなビルなどの障害物に当たるなど、紆余曲折して相

手に伝わるため、これら3つの方式のもつそれぞれの特徴が、本当に現実のシステム

上で発揮できるかどうか、現状では優劣をつけにくいところがある。このため、これを

検証する実証実験が開始されているところである。

TD-CDMA、TD-SCDMA、TD-SCDMA（MC）の違い

別々の周波数帯 

基地局 

FDD方式では上りと下りの通信を 
別々の周波数帯で行う 

上り 

下り 

上りと下りの情報量がほぼ同じような対称的な音声通信に向いている。 

FDD ： Frequency Division Duplex。周波数分割型の双方向通信。 

同一周波数帯 

基地局 

TDD方式では上りと下りの通信を 
同一周波数帯で行う 

上り 

下り 

一定の時間間隔で情報を上りに送ったり、下りに送ったりする。ウェブサイトなどから 
ダウンロードをするときのように、下りのほうが情報量が多い非対称な通信の場合には、 
下り側に多くの時間間隔を柔軟に割り当てられる。 
TDD ： Time Division Duplex。時分割型の双方向通信。 

A IMT-2000標準方式 
CDMA方式 

（符号分割多元接続方式） （送受信に異なる周波数を使用する方式） 
 

（送受信に同じ周波数を使用する方式） 

W-CDMA（3GPP） 

（TIA TR45.3） 

（ETSI） 

（NTTドコモ/ボーダフォン） 
サービス提供中 

（KDDI） 
サービス提供中 

FDD DS-CDMA

CDMA2000（3GPP2） 

MC-CDMA

TDMA方式 

（時分割多元接続方式） 

〔事業提案者なし〕 シングルキャリアTDMA

〔事業提案者なし〕 マルチキャリアTDMA

IM
T
-2
0
0
0 （3GPP） 

（アイピーモバイル/NTTコミュニ 
ケーションズ、ソフトバンクBB） 

（シーメンス ジャパン） 

TDD TD-CDMA

（3GPP） 

TD-SCDMA

（ANSI T1P1規格予定） 

TDMA方式 

FDD方式 

TDMA/TDD方式 

（イー・アクセス） TD-SCDMA(MC) 
 

（IEEE 802.20提案中） 

（京セラ） iBurst

（ARIB-STD28） 

（DDIポケットなど） 高度化PHS

TD-SCDMAの拡張方式 B IMT-2000標準以外の方式 

TDD方式 
 

 

図5 IMT-2000標準と新規参入事業者の提案状況
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